
①新たな「徳島県食料・農林水産業・農山漁村基本計画」の

　策定について（森林・林業施策関係）
②開発行為の規制について

③徳島県県産材利用促進条例における取組状況について

【資料３】
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▶事業地確保の効率化
・現地調査や長年の経験に基づき事業地を探索
→航空レーザ測量による詳細な資源情報（樹種、樹高、材積）が見える化する
ことで、現地調査の省略や経験の浅い職員による効率的な事業地の探索が実現

▶各種届出の電子申請開始
・届出書が紙媒体で提出され情報の適正管理困難
→デジタルデータの蓄積及び利活用推進、申請者の
利便性向上及び行政の効率化実現
例)森林整備事業補助金申請→事業履歴 自動作成

▶事業履歴や行政資料の見える化
・縮尺の異なる紙図面で保管され伐採歴の把握が困難
→ GIS上で伐採や植栽の履歴、法規制を確認でき

適切な指導が実現

森林クラウドシステムの活用

県

市町村

林業
事業体

大容量
データベース

クラウドサーバー

◎ インターネット（クラウド）上で、一元的に
森林情報を管理・共有

◎ レイヤー（位置情報付きデータを格納したシート）
を複数重ねて表示し、必要な情報を検索・分析できる
GISの特徴を活かした仕組み

共通 webGIS

林業事業体の効率化 行政の効率化

▶県、市町村が有する情報のオープン化
・情報のありかが不明確な上、利用に申請必要
→申請・許可手続き不要で森林情報を提供し、情報
の有効活用を推進
例)森林計画図、航空レーザ測量解析結果 オープン化

▶事業計画立案の効率化
・路網計画作成に必要な地形の把握や森林経営計画策定に多くの労力
→航空レーザ測量による精細な地形情報等から、より安全な路網計画や事業計画
の立案、GISと連携した森林経営計画の作成が実現

▶法令に遵守した森林整備の推進
・県庁各課や市町村が指定する伐採の制限区域（伐採量や伐採可能樹齢制限、植栽義務など）の確認が煩雑
→山地災害危険地区や市町村森林整備計画のゾーニングがいつでも確認可能となり、適切な森林整備を推進

森林資源 ・樹種、樹高、本数、材積（航空レーザ解析結果 など

路網
・林道、森林作業道
（林内に開設された木材の搬出道の情報）

森林計画
・地域森林計画、市町村森林整備計画、森林経営計画
（森林法に基づく森林整備の基本となる計画）

画像
地形
その他

・航空写真
・微地形表現図
（谷や尾根などの地形が分かりやすく表現された図面）
・山地災害危険地区 など

・各主体が保有する森林情報を一つの場に集約し、
いつでも自由に利用できる

・デジタル化を進め、無駄を省き、情報の利活用に
よる業務の効率化を実現

森林
所有者

・森林計画図、林地台帳 など
（森林の位置や所有者の境界を示した図面）

アカウントを取得し、
インターネットから
アクセス

届出
申請

・伐採届、森林の土地の所有者届出、
森林整備事業補助金申請 など

複数のレイヤーを重ね合わせて表示

精細な地形情報 森林資源集計データ

レーザ林相図 傾斜区分図

・各主体（県、市町村、林業事業体）が森林情報を
保有・管理
→十分な情報共有がされておらず、個別確認が必要

・各種届出書類や図面情報は紙媒体で管理
→データ化ができていない

森林クラウドシステム

現状

現状の課題 目指す姿

システムイメージ

・各主体の森林林業に関する情報を見える化
・届出の電子申請機能を実装

今後

▶デジタル化の支援
・GISを活用出来る人材の不足がデジタル化の支障
→共通システムの導入により、行政からの支援体制構築

現状

今後

現状

今後

現状

今後

現状

今後

現状

今後

現状

今後

デジタル活用支援

報告事項１－２



森林の土地の開発を「許可制」として、

森林が有する役割を維持しながら、秩序ある土地利用を確保する制度（森林法第10条の２）

地域森林計画の対象となっている民有林において

１haを超える規模で開発行為をしようとする者

（ただし、太陽光発電設備の設置を目的とする場合は0.5ha）

「許可基準」を満たす場合

許 可
許可後も状況をチェックし

森林の土地の適切な利用を確保

・国、地方公共団体が行う場合などは許可不要（別途手続が必要）

・「保安林」は対象外

知 事

「許可基準」：開発によって森林が有する４つの機能を阻害しないこと

・災害の防止 周辺に土砂の流出や崩壊、災害を発生させるおそれがないこと

・水害の防止 下流域に水害を発生させるおそれがないこと

・水の確保 水の確保に支障を来すおそれがないこと

・環境の保全 周辺の環境や景観を悪化させるおそれがないこと

許可申請

林 地 開 発 許 可 制 度

・懲役（３年以下）

・罰金（300万円以下）

報告事項２－１ 森林土木・保全課

無許可開発など違反
（森林法第２０６条）

しなければならない



【林地開発許可状況】

１　開発行為の目的別

箇所 面積 箇所 面積 箇所 面積

19 86 19 86

13 217 13 217

2 17 2 17

7 36 7 36

廃棄物処理関連施設 (3) (25) (3) (25) 廃棄物処分場 3箇所

再生可能エネ関連施設 (2) (8) (2) (8) 太陽光発電施設 2箇所

その他 (2) (3) (2) (3) 工場･事業用施設 2箇所

41 356 41 356 0 0

２　行為所在市町村別

（「その他」は、吉野川市、神山町、美波町で各１箇所）

資材置場の造成

土石の採掘

残土処理場の造成

事業用地の造成

内
訳

計

【単位】箇所：件、面積：ha

開発行為の目的
計 継　続 新　規

（Ｒ5.12月以降） 摘　要

0

1

2

3

4

5

6

7

徳島市 鳴門市 阿南市 阿波市 美馬市 三好市 板野町 那賀町 その他

資材置場の造成

土石の採掘

残土処理場の造成

事業用地の造成

(箇所)

3 10 7 333 8 2 2
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３　許可の状況（令和５年12月1日から令和６年1０月30日まで）

（1）変更許可

始期 終期

鳴門市鳴門町土佐泊浦字大毛
土佐泊ｺﾐｭﾆﾃｨｴﾈﾙｷﾞｰ
（株）（鳴門市）

事業用地の造成 6.02 R ６ . ３ .１８ S５５. ９ .１９ R １１. ３. 1８ 期間延長

板野町大伏字福若谷
東條商事（株）
（徳島市）

事業用地の造成 2.88 R ６ . ６ .２５ H ９ . 6 .　 4 R １３. ６. ３０ 期間延長

阿波市土成町宮川内字落久保
阿波商事（有）
（吉野川市）

土石の採掘 16.29 R ６ . ３ .  １ S５６. ７ .２４  R ９ . ４. １７ 期間延長

三好市池田町佐野字西沼谷
（株）らく～だ
（三好市）

資材置場の造成 1.80 R ６ . ５ .  ８ H１１. 1０ .６ R ９ . ５ . 24 期間延長

美馬市木屋平字八幡
グリーンレミコン（株）
（美馬市）

残土処理場 4.33 R ６ . ６ .  ７ H１８.  ６ . ９ R ９ . ６ .  ８ 期間延長

鳴門市大麻町板東字中谷
（有）漆原産業
（鳴門市）

資材置場の造成 4.42 R ６ . 6 ２６ H２７.  ７ . １ R ９ . ６. ２９ 期間延長

阿南市阿瀬比町大字前田
(株)藍徳道路
（阿南市）

資材置場の造成 1.15 R ６ . ６ .１９ H２１. ７ .２８ R ７ . ３ .3１ 期間延長

阿南市宝田町井関
(株)鈴江組
（徳島市）

資材置場の造成 1.93 R ６ . ８ .１９ H１０. ９ .   ９ R ９ . ９ .  ８ 期間延長

鳴門市北灘町折野字大川筋
（有）漆原産業
（鳴門市）

資材置場の造成 3.12 R ６ . ７ .１０ H ６ . １ .２８  R ９ . ７. １６ 期間延長

美馬市美馬町字下後谷
（株）ＧＬＯＢＡＬ
（美馬市）

事業用地の造成 1.21 R ６ . ３ .１３ R ４ . ３ .２８  R ９ . ５. １０ 期間延長

阿南市橘町袴傍示
南海ホーム（有）
（小松島市）

事業用地の造成 1.86 R ６ . ４ .   ４ R ４ . ９ .１３  R ７ . ４. ３０ 期間延長

徳島市飯谷町大ノ上
勝浦採石（有）
（徳島市）

土石の採掘 16.03 R ６ . １ .２３ S５７.１２ .２４ R １１. １. ２４ 面積の増、期間延長

三好市山城町下川字露口
（株）明和クリーン
（三好市）

資材置場の造成、事業用地の
造成

2.33 R ６ . ４ .２２ R ２ . 6 .　 ３ R １０. ５. ３１ 目的の変更

三好市山城町寺野字アゲクラ
（株）明和クリーン
（三好市）

事業用地の造成 9.82 R ６ . ８ .２３ H１０. ６ .２４ R ９ . ９ . ３０ 面積の増

開発箇所 申請者（所在） 開発行為の目的
開発面積
（ha）

変更許可
年月日

許可期間
摘　要
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「徳島県県産材利用促進条例」の実施状況 報告事項３－１

①加工流通対策（川中）

とくしま木づかい県民会議H28～123団体

③木育の推進（川下）②木材利用の推進（川下）

建築物への木材利用

木育ハンドブック製作

利用体制の整備

木づかいフェア
（R5.10）内装木質化・プロダクト支援

移動おもちゃ美術館(9月：牟岐町)

人材の確保・育成

県 内

県 外

県民会議を通じた活動

海 外

木造に秀でた人材の育成

台湾における販路拡大

おもちゃ学芸員養成講座(7月、2月)

展示会・商談会への出展

県産材のまるごと利用の推進
＋大径材対応

県産材回帰に向けた取り組み

新たな担い手・技術習得

那賀高校、科技高に
よる木材産業見学
ツアー（R4～）

木材産業人材育成研修
（R5～）

国産２×４部材
製造施設整備(R5～）

木材乾燥機の導入
支援（R3～）
９基導入

県産材チップ製造機
械導入(那賀町)(R5)

総会（講演会R5.8）

木づかいアワード SNS等での情報発信

阿波ｷﾞｬﾗﾘｰ（台湾）R6.3モクコレ（R5.8）

学
校

木
造
建
築

設計士への木造建築研修

建築物木材利用促進協定 銀行施設の木質化

木のおもちゃ開発

木育サミット

A材（製材）

C、Ｄ材
（バイオマス・ＭＤＦ）

木育拠点を通じた活動

11期250人養成

鳴門市役所
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